
社会基盤となったインターネット
日 本 の イン タ ーネ ッ ト人 口 は 、 今 年 も 約

50 ％伸 び、1,500 万 人 を突 破 した。 世帯 への

浸透 を考 えると、5 軒 に一 軒は家 族 のだれかが

インタ ーネットを利 用 してい るという状 況 だ。

これは、 インターネットがパソコン を触 ったこ

とのない人 にとっても面 白 いもの 、役 に立 つも

のとして想 像でき るよ うになったと捉 えるこ と

ができるだろう。

それを下 支えしたのは 、iMac やＶＡＩＯなどに

代表 される、性 能 より 「生 活の中 での一 体 感」

を重視 したパソコ ンの出 現 。 そして 、ポケット

1998/2　　　　　1998/8　　　　　1999/2

日本のウェブページの総推 移　Ｐ｡１１０

インターネット上の情報量は、2,950万ページ、590億字

分にのばり、新聞・雑誌を凌駕する勢いである。

産：グラフや表の出所や詳細に関しては

本文中のページをご参照ください
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ボ ードやiモ ード など、 携帯 電 話 ・携 帯端 末 か

らのインターネットアクセスの実現 にあるとい

える。

一 方 、 インターネットを使 った犯 罪 やスパム

メールなどの 迷惑 行 為の 増加 も目 立 った年 で

あった。 インターネット が社 会基 盤 となっ たた

めに、 現 実 社 会 の問 題 がインタ ーネットに持

ちこまれたのである。

1998 年 度 は、 イン ターネットが真 の社会 イ

ンフラとなった年であ るといえる。

脯I翊ふ部）

3000

2500

2m
－単
位

1500　・
万

1000

500

0

へ

か･

｜

丶○‘

丶○

へ

Ｗ

＝　　－　　＝　　＝　　＝　　＝　　一　　＝　　＝　　一　　－　　＝１　 １　 §　 １　 １　 §　 ｌ　 ｌ　 ｌ　 ｌ　 ｌ　 ｌ

瓧　 皀　 皀　 諳　 瓧　 皀　 嵒　 営　 ２　 皀　91　 瓧

露　 翦　 露　 謳　 肖囗a　 肖t　 謳　 斐　 詣　 肖　 奏

一　　　　 一　　　　 －　　　　 －　　　　 －　　　　 －　 －

万人

2.000

1.500

1.000

500

０



Internet White book ’99　　5 ●●●●●



DoCoMoP501  i

乱暴 に言 えば、iモードとは電子 メールと

Ｗｅｂが見られる携帯電 話のこと｡ ドコモが

料 金 を徴収 してくれるので有料 の|肓報 サー

ビ スを提供 できる｡1999 年２月22 日 サービ

ススタート 、５月16 日までに18 万5 干 人の

ユーザーを獲得｡

lｎtｅrｎｅt White book ’99
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電子メールが、インターネットの「キラーコ

ンテンツ」であり「キラーアプリケーション」

である。1998 年はそれか明らかになった年だ。

そしてそれを可能にしたのが移動電話の普及

による「通信の個人化」といえる。

携帯電話やＰＨＳなど移動電話の加入数は

1999 年３月末で4700 万を突破した。ＰＨＳの

増加が頭打ちとはいえ、携帯電話の伸びは堅

調で、「一人に一台」時代は確実に近づいて

いる。

この「一人に一台」というのは、私文書性

の強い電子メールを受け取る媒体としては最

適である。ポケットボード、iモード、文字電

話、その他文字サービスなどの「移動電話十

電子メール」というくみ合わせが一気に一般

の人々に普及したこともうなづける。



インターネットの ため

動務先でパソコン を便用することになった から

動務先の残 務処理をするため

趣味のため

自由業、自営業 のため

学校で パソコン を使用することになっ たため

ワープロの代 わり

子供の 教育 のため

その他

在宅動 務のため

わからない

なんとなく 、周り がみんなもってい るから

価格 が安く なったから

ゲー ムをするため

パソ コ ン の 購 入 動 機　 Ｐ.３６

新 規購入者 のうち34.8% がインターネットを購入動 機に

あげる。 もはや「 インターネット をするためにパソコン」

を買っているのである｡

一方 で、 新規 パソコン購 入者 の3 分 の1 が イ

ン ターネットの利 用 を購 入目 的 にあげ ている。

モデ ムもしくは イーサネット など のネットワ ー

ク接続 機 能 の装 備 は当 然 となり、 さらに 、ユ

ーザー登 録などの「 パソコン購 入に付 随 する諸

業 務 」 もオンライン化 か崔 んでい る。

一 方 、 ザウルスやWindows  CE 、 ドリ ーム

キャスト などのパソコン以 外 の隋報 機 器 からの

インタ ーネット接 続も一 般 的 なも のとなっ た。

これらの流 れは、 新 たなインターネット端 末 の

登 場 というよりは、こ れまで身 近にあった情 報

機 器 がインターネットにつながりはじめ たと見

るほ うが正確 だろう。 まさに、 村 井 純 教 授 が

昔 から言 われてい た「 なんでも インターネット

につ ながっている時 代 」 が至|』来しようとしてい

るのであ る。

Apple  iMac

デザイン、性能、その両面のバランスの良さから、単一

機種としては1998 年にもっとも売 れたパソコンである｡

iMac のiは「インターネット」のiでもある、

Internet White book ’99

ＳＥＧＡ ド リ ー ム キャ スト

WindowsCE をＯＳに採用 し、モデムを標 準装備I，単 体

でもインターネットへの接 続か可 能。 追加 ソフトにより

WebTV にもなる｡

皃 １ 丱
…
…
…:･j
でjj

か な
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Yahoo! Japan

ｗｅｂメール、 インスタントメッセージ、カスタマイス'サービ スなど、米

国 と同等 のサービスを日本語 化｡ 日本 では一 人勝 ちの状 態 といえる 、

１

ソフ トバンクグJレープ

( 米 国 で買 収)

ジ オシ ティ ー ズ

ジオシティの［ 市民 になる］ という形で、無料 のホームページや電

子 メールサービ スを利 用 できる コミュニティ サービ ス 、単 独で

TOP  10に入 る集客 力か･ある｡ 米国 では、1999 年1 月 にＹａｈｏｏ!に

買収さ れた、日本では、最初 からYahoo!Japan もジオシティーズ

もソフトバンクグJレープに所 属する。

●●●●●8　Internet White book ’99

AOL

出資
→

Vector

オンラインソフト全般を扱うサイト，単

独でもTOP  20に入る集客力を持つ，ヤ

フーからの出資を受けることとなった

←

コンテンツ提 供

ネット ディラー ズ

ネットエイジが運 営 する自 動車 見積 もり

取次 ぎサービス， 今後 はソフトバンクグル

ープがサービ スを買 い取 り，カーポイント

ヘと引き継ぐ ，

杏 噐 圃 到

及RetuMIkn･　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　乙i

米国 では圧倒的 なシＪアを誇 るパソコン通 信系のプロバイダー 、単 に、Web

を閲覧 する［ 読者］ ではなく、ＡＯＬ内のサービスへの依 存率 が高いユ ーザー

を多 く抱 えているため、米国 ではNo.1 ポータルの地 位 を得 ている｡ 日本 でも

97 年４月にスタート｡99 年1 月までの間に20 万 人の会 員 を集めた



2  nifty.nりρ 1,108.6

ポータル （入 り 囗） とい われ る概 念 が注 目

されたのも1998 年 であ る。

ウェブで世 界 に発 信 とい っでも 、 実 際 には

そのサイトの存 在 を知 っている人 し か見 てはく

れない。 そこで、「 Ｗｅｂを見 る際 にみんなが必

ず使 うサイト」 が重 要 になってく る。 アクセス

数 を上げるには「 みんなが必 ず使 うサイト」 に

告 知 すればよい。 こうして、 コンテンツも広 告

も「 みんなか必 ず使 うサイト」 に集 まっていく、

すると、 そのサイトは今 まで以上 にア クセス が

集 中 する 。この 「良 循 環 」 を作 れば アクセ ス

数 が伸びつづけ 、ビジネスか･成り立 つのではと

い うの がポ ータルの考 え方 である。

検索 サ ービ ス、巨 大プロバ イダ ー、 ブラウザ

の メーカ ー、Amazon.com などの巨 大モ ール

が「みんなか必 ず使 うサイト」 を目 指 してポー

タル競争 、 サービ スの買 収 合 戦 に参 戦 す るこ

ＪＡＲ一転 介 アクセス指数

ＮＡＲ一一週11‘肛: 刊 雇･flh アク 吋スレ か人の｣十忝 で％．･

TSS- 平均 滞 在時 問=･杪･･･

ＰＰＡ－１アクセス肖 たりのペ ー一一シ･数ノ ヘ・ ジ･.･

51.0 137.4 4.61

ととなった。

今 の と こ ろ 米 国 で は 、 ＡＯＬ 、 Ｍ ＳＮ 、

Yahoo! が有力 ポータルとなっているが、ＴＶ局

やディズニ ーなど の巨 大 メディア企 業 がこの競

争 に参 戦 しており、 最 終的 にどこが生 き残 る

の か（あ るいはポータルそのものが生 き残 るか）

はまだ分 からない。

一 方 、 日本 ではYahoo! Japan がプ ランド

カ 、 サービスカ で抜 きん出 ており 、その他 の サ

イトはこ れから ポータルの体 をなすとい う状況

だし ま た日 本 では 、ＴＶ局 などのメデ ィア産 業

が未 だインターネットビジ ネスに本 腰 を入 れて

いない｡ しば らくはYahoo!Japan の一 人 勝 ち

が続 きそうである。

Netscape Communications

Netscape Navigator やCommunicator などのブラウ

ザーシェアを使 ってNetcenter というポータルに活路

を見つけようとしてい たが'、1998 年11 月に.ＡＯＬに

買収 されることになった､I

Internet White book ’99
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その他

Linux は、フ リーで、 そして イン ターネット

と親 和 性 が高 く、 堅 牢 であるがゆえに世間 の

注 目を浴び た。 その北欧 生 まれのフリーＯＳは 、

Microsoft さえも恐 れる存在 になった。

Linux を、短期 間 で、実 用的 で安 定 したOS

に育 てた開 発 手 法 として、「 オ ープ ンソース」

という考 え方も 注目 を浴び た。

こ の 手 法 は、誰 でも 自由 にソ ースコ ード を

改良 できるというもので、 個人 やボランティア

ベースの組 織ば かりでなく、企 業 の中 にも浸 透

し た。Netscape 社 は次 期 ブラウ ザーであ る

Communicator を、mozilla プロジェクトとし

て オープンソ ースにし た。Apple 社 はMac OS

Ｘの一 部 をDarwin プロジェクトとしてオープ ン

ソ ースにし た。 あのMicrosoft さえも オープ ン

ソ ースを検 討 してい るという 。

この オープンとい う流 れは 、 インターネット

と無 関係 ではない。 通信 するにはプロトコルが

必 要 だ。 世 界 中 の コンピュ ータ ーが通 信 する

イン タ ーネット では 「 オープ ンなプ ロ トコル」

が必 要 になる。企 業 の思 惑 で、 あるＯＳでは動

く 、 あるＯＳでは動 かないとい ったことは 許 さ

れない 。

つまり 、イン ターネットにつな がっ たコンピ

ュ ーターは オープ ンになら ざる得 ない 。プロ ト

コル さえ守 れば、 そ れがどのＯＳに実 装 されよ

うと問 題 なくなってし まう。

ＧＵＩがハード による囲 い込 みを無意 味 にした

よ うに、 インタ ーネットはＯＳによ る囲い 込 み

を無 意 味 にし たのだ。

日 本Linux 協 会 の 設 立 発 表

日本LIlnｕｘユーザー会 を中心にソフトウェア メーカーなどを巻

き込む形 で設立 された｡ 他にLinux コンソーシアム、LBI(Linux

Business Initiative)等の団体 も次々設 立 された、



ＭＰ３プレ イ ヤ ーDIAMOND Rio

ＲｉＯのようなポータブルプレーヤーの出 現で、音楽 を再生 す

るのに大掛 かりなパソコンは必 要がなくなり、MP3 はノン

パッケージミュージックの実用的 な技術 となった、 だが、 そ

れは同時 に大量の 「海 賊版 」の流通 を招 くことになった

ＭＰ３という技術は、音楽業界に携わる人々

の思惑をはるかに超えた速度で普及してしまっ

た。このＣＤ並みの音質をもちながら、モデム

接続でも扱えるほどのファイルサイズに圧縮で

きる技術は、mpman やＲｉｏなどのポータブル

プレーヤーの出現により、ＣＤやＭＤなどの既

存のメディアを置き換えうる「実用的な商品」

となった。

同時に、インターネット上には違法なMP3

データが氾濫することとなり、これを危惧した

著作権団体がＲｉｏの販売差し止め訴訟を起こ

すという事態に発展した。

しかし、著作権者のすべてがＭＰ３を「著作

者の権利を踏みにじるもの」として危険視し

ているわけではない。アーチスト自身が、レコ

ード会社や流通経路に依存せず、直接ファン

に音楽を届けることができるメディアとして期

待するという動きもある。

これは、インターネットか新たな流通チャン

ネルというだけでなく、既存の著作権管理の

枠組みまでをも再構築するほど大きな動きであ

ることを意味する。

こうした状況 の中 、日本ではようやく

JASRAC とNMRC の間で「著作権処理の暫

定合意」がなされた。しかし、これはあくまで

も既存の枠組みの延長線上での合意でしかな

い。「暫定」が取れる新しい合意には、もっと

ドラスティックな「枠組みの提案」が必要な

のかもしれない｡

JASRAC とNMRC の暫 定合 意の内容　P.116

収入やダウン囗－ド数と連動しない｢ 基本使用料｣ が争点

となった、結果的に、基本使用料という概念は残しつつ、

実質は収入やダウンロード数に応じた課全体系を採用する

形で、2()()0年までの算定合意となった、

ネット時 代の著作 権のあり方 を模索する

坂 本龍 一氏

JASRAC とＮＭＲＣの暫定合意に対してはクリエイタ一

の立場で疑問を投げかける人も多い，坂本氏も，実際

の著作権者であるクリエイターが置 き去りにされたまま

の合意という見方をしている，坂本氏はネットでの著作

権管理をJASRAC に委託しないという立場をとってい

る｡JASRAC と合意できればそれで終わりというのはも

はや古い考え方なのだろう｡

Internet White book ’99

Internet White book ’９９　　１ |●●●●●●



イン ターネットを便った毒物宅 配事件の捜査

インターネットがらみの犯罪も目立った、これは、

インターネットが生んだ犯罪というより、コミュニ

ケーション手段として一般化したための「副作用」

と見るべきだろう。

写 真は毎日新聞社提丱

Internet White book ’99

わ　 ね　 目　 誹　 コ　 不　 ソ　 プ　 劇　 昨　 わ　 犯　 の
い　 ず　 に　 謗　 ン　 正　 フ　 ラ　 薬　 欺　 か　 罪　 み

せ　 み　 し　　 ゛　 ピ　 な　 ト　 イ　　 ｀　　　　 ら　 行　 行
つ　 講　 た　 中　 ユ　 著　 ウ　 バ　 武　　　　 な　 為　 為
勧　　　　 こ　 慯　　｜　　 作　 エ　 シ　 器　　　　 い　 の　　 ゛

と　　 ｀　 夕　 物　 ア　　｜　　 等　　　　　　 呼　 不
は　 デ　 ｜　　 の　 の　 情　 の　　　　　　 び　 正
な　 マ　 ウ　 利　 不　 報　 販　　　　　　 か　 賭

い　　　　 イ　 用　 正　 の　 亮　　　　　　 け　 博
ル　　　　 利　 公
ス　　　　 用　 開
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「インターネットと犯罪」それはまるで密接

な関連があるかのような報道が氾濫している。

だが、それには少し無理がある。

実際のところ利用者が多くなれば、その中

に悪いことをする人もいる。既に1500 万人時

代に突入し、全人口の1割以上が関わってい

るメディアである以上、犯罪と無縁ではいられ

ない。だから、必要以上に恐がる必要もない

が、同時に一般社会と同じように慎重な行動

も必要になったといえる。

また、インターネットで発生した犯罪に適切

に対応できる体制も必要とされている。警察

庁・警視庁ともハイテク犯罪に対応できる体

制作りを開始した。不正アクセス法案なども

成立に向けて動いている。

しかし、盗聴など犯罪捜査のために、個人

のプライバシーを侵害する危険性が指摘されお

り、今後の動きを見守る必要がある。



大和證 券のダイワダイレクト

大手証券会社もオンライントレードに進出

してきている，さらに1999 年10 月の手数

料自由化を見込 んで，異業種からの参入

も予想されている，

日 本 の長 引 く平 成 不 況 、株 価 低 迷 をよ そ

に、９８年 度 の米 国 経 済 は絶好 調 であった。 好

調 をけん引 し たの が、Amazon.com に代 表 さ

れるインターネット株 とMicrosoft やIntelのよ

うなハ イテク株 である。

ま た、 こ れらの 株 価 の 好 調 を支 え るの が

E*TRADE などの オンラ イン取 引 の増加 と言 わ

れている。 インタ ーネットを介 して株 をリアル

タイムで売買 できる ため、 個人 投 資家 でもそ

の日 のうちに 株 を売 ったり買 ったりし て利 ざや

を稼ぐ ことができる。こ うした「デ イトレ ーダ

ー」 の出現 により 、より市 場は投 機 的 になり、

株価 は上昇 を繰 り返 すと言 われてい る。

し かし、 実は インターネット株 として高値 を

つけてい る企 業の多 くは、まだ利 益 を出 すとこ

ろまで至 っておら ず、 現在 の株 価 をバブル だと

する意 見もあ る。

一 方 日 本 で も 、1  998 年 度 の 後 半 から

Ｙａｈｏｏ!Japan などのインターネット系店 頭 公

開 株 を中 心 に活 発 な動 きをし てい る。 ま た、

オンラ イントレ ード も1999 年10 月からの手 数

料 自由 化 をきっかけ に、本 格 的 に普 及 すると

見 られている。

BigChart に よる

Amazon.com の株 価

米国 では企業 名 を入 れると株価の推 移をグ

ラフ化 するサービスもある｡ 表 示しているの

はAmazon.com｡1998 年暮 れから｡1999

年に かけて急 激に株 価が上昇している。

Amazon.com

世界最 大 の総 合書店 サイト，ＣＤの販売 などへの展

開 も行っており，「販売 ベースのポータル」 を目指 し

ている ，日 本 から利 用している人も多い｡

しかし. Amazon.com 自身 は昨年 も赤 字であった ，
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7777777!77 ¬ａ 予 約 さ れて いるED.JP の
゛･･･i･ 1………………… …………”:･･二;i　

ド メイ ン リ スト

‥:･｡　
‥
‥
‥,i,:I･　
東 京都 だけでも3000 輻 近い ドメ

匸:匸　　　 匸　 インが予約 されている｡ はたして

’I
……
…　　 ’　 これら全 て2001 年 までに［接 続

……1‥‥‥　　 ‥‥j　 終了 ］ となるののだろうカリ
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一 一

インターネット全体 の普 及 スピ ード から見 れ

ば 、日 本 では教 育 現場 への普 及 スピ ード が極

めて遅 い 。 そこ で普 及 を加 速 するため、 自 治

省 ・文部 省 は2003 年 までに全 ての公 立小 中 高

校 ペイン ターネットを接 続 すると宣言 した（ そ

の後2001 年 に前 倒し された）。 JPNIC （日本

ネットワークインフ ォメーションセンター） は、

こ れに対 応 すべく、 教育 機 関 向 けのド メイン

ED.JP を新 たに設け 、ド メイン名 の予 約 を開

始 した。

し かし実際 には 、小 中高 への接 続率 は197 年

……軈

瑠

インターネットに接続していない

接続中

常時接続

小中 高のインターネット接続 は２割 以下　P.  136

文部省の調べでは、インターネット接続されている小中

高は18.7% 。これには、ダイヤルアップ接続の学校も含

まれており「情報基盤」として快適に使える学校はまだ

わずかだ｡

から･98 年 の1 年 では10 ％ 弱 伸 びただけ。 全 体

で2 割 にも 満 たない 接続 率 に留 まった。 さらに

別 の調 査 では 「 ホ ームペ ージを持 ってい る学

校」 のうち、 常時 接続 は２０％弱とな っている。

つ まり、 常時 接 続 されている学 校は全 体 の４％

に満 たない と推測 さ れる。

こ うし た状況 に 対 して、 野田 郵 政 大 臣 は通

信 関 連 団 体 に学 校 向 けの割 引 サ ービ スなど を

要 請 し た。 これに 呼 応し て、ＮＴＴをはじ めと

するいくつ かの大 手 通 信業 者 は学 校向 けの料

金プ ランを設定 し た。

就 職 活 動 に電 子 メ ール は 必 須

インターネット接続 している大学 の8割近 くが在 校生全

員に電 子 メールアドレスを発行 している。 大学生 に隕 れ

ばインターネットは電 話並に身近 なツールとなっている、

(写真提供・共同通信社)



インターネットの普及に伴ってメディアへの

アクセス全体が伸びたこともあり、バナー広告

の認知度も上がり、インターネット広告費全

体は堅調な伸びを示している。しかし、その質

は大きく変わろうとしているい

一つは、メール広告の成長である。98年度、

メールマガジンの発行部数が急激に増加した

ことにより、メール広告のレップ（複数の媒体

を組み合せた広告スペースを扱う広告代理店）

も登場した。これにより、広告営業力の弱い

小 さな媒 体 でも広告 をつけるこ とができるよ う

になっ た｡

も う一 つは、 クリッ ク保 証 型 の商 品 の増 加

である。 クリック保 証 とい う考 え方は以 前 から

あるが、1998 年 はその商品 数 が大きく増 えた。

さらに、 クリック数 だけ でなく商品 販 売 などの

成 果 に応 じて広 告 料金 を決定 する成 果保 証 型

も現 れてい る。

800
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スタ ー 報 告 書 と クリ ント ン 大 統 領

の 宣 誓 証 言 ビ デ オ

ストリーミング業 界 の最 大 の［ 実 験］

とまで言 われた．クリントン大 統領の宣

髱証 言のビデオ公 開　 今でも、オンデ

マンドで見ることができる、もちろん報

告 書も現 在でも読 むことができる. 掲

載 された当 初 は．日本 でも、概 要の邦

訳 をいくつ かのサイトが掲 載した、

埼玉 県 では、98 年10 月より、 すべての報 道

を記 者 クラブなど既存 のルートと同 時にインタ

ーネットにも発 表 すると決定 し､ ニュースになっ

た。しかし、こ れが米国 なら話題 にも ならない。

ス ター検 察 官 の報 告書 は包 み隠 さず匐 民 の

みならず全 世 界 へ公 開 された。 さらに 、宣 誓

証言 の映 像 まで イン ターネットで放 送 された。

も ちろ ん、こ うした特 殊 なケー スだけ でなく、

ほとんどすべての 報道 資 料が インターネット を

介 して配 布 されている。こ れは、 政 府 ・行 政

だけでは ない。 ウェブサイトを持つ企 業 の多 ＜

が、プ レスリリースを必 ず掲載 し ている。

日本 には、トインタ ーネットを使 える人 と使

えない人 での隋報格 差 が起 こる」 といった「 不

公平 論 」 を唱 える人もいるが、 インターネット

利 用者 が人口 の1 割 を超えた今 、 インターネッ

な すび の 懸 賞 生 活 イ ンタ ーネ ッ トラ イ ブ

98 年7 月 に行 われた懸賞 生活 のインターネット生

中 継は，有料 であｰ..Jたにも関 わらず. 30,976 人 が

視聴 しだ ，

卜を使うことにことさら理由付けをする必要は

ない。なすびのようなエンタテイメントから行

政の情報まで、必要なときに必要なように使

うために、あらゆる情報が流通するネットワー

ク。そうした、「当たり前のインフラ」となる

時代となったのである。

cNTV
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